
  

 

 

 

 
  

桜の花のように 

                        園 長  立 石 晃 子 

 
寒い日と温かい日が交互にやってくる「三寒四温」の時期となり、春が待ち遠しいと

ころです。 

2月は各学年の参観がありました。年少組の劇遊びでは、先生や友達と安心した関係

の中で自分なりになりきって動く姿が、年中組の劇遊びでは、自分がやってみたい役を

決め、恥ずかしさと頑張って演じたい気持ちとで葛藤しながら日に日に自信をつけて当

日を迎えた姿がありました。そして年長組のお店屋さんごっこでは、グループごとに考

えを出し合い相談しながら、自分の役割を見いだして臨む姿がありました。 

子供たちは、今までの園生活の中で、いつも楽しいことばかりではなかったと思いま

す。頑張れば願いが叶う順風満帆な経験だけでなく、自分の思いが相手に伝わらないも

どかしさ、自分がやりたいことよりも相手に合わせることなど、様々な耐える経験があ

ったと思います。しかし、この耐える経験が、人として、一回りも二回りも成長させて

くれます。 

桜の花は、よく、2月 1日からの日々の平均気温を足して開花日を予想する「４００℃

の法則」や、2月 1日からの日々の最高気温を足して開花日を予想する「６００℃の法

則」などが言われます。しかし、気温の上昇だけで桜は咲くのではなく、冬が寒くて春

先に温かいことが桜の開花に必要なのだそうです。桜のソメイヨシノは前年の夏から準

備が始まっています。関東では8月中に花芽（蕾）と葉芽を枝の先端につけ、夏から秋

の間に延び出さないように抑制する物質を葉で作り、「休眠」させるそうです。休眠は、

落葉樹が大切な芽を伸ばさずに止めておくことで寒くて厳しい冬を無事に乗り切る手

段であると考えられています。そして、真冬の寒い気温が目覚めのスイッチとなります。

ソメイヨシノは低温に30日程度当たることで、低温欲求度が満たされると、休眠から

目覚めることができます。このことを「休眠打破」と言われます。ソメイヨシノは冬の

寒さをじっと耐えているだけでなく、寒さを受け入れて目を覚ましているというのです。

子供たちにはソメイヨシノのように、楽しい経験だけでなく、時には我慢し耐える経験

も受け入れながら、人として大きく、大きく成長し花開いてほしいと願います。 

保護者の皆様におかれましては、一年間、本園の教育活動にご理解、ご協力を賜り感

謝申し上げます。本園を信頼し、お子様を毎日園に送り出してくださったこと、大変有

難く思っています。これからも子供たちにとって大切なものは何かを保護者の皆様と連

携を図り考えながら、幼児教育を行ってまいります。 
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楽しいこといっぱい！子供たちの園生活 

＜3歳もも組・りんご組＞   

みんなで遊ぶと楽しいね♪ たんぽぽ組になるのが楽しみだな！ 

先生や 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

＜4歳たんぽぽ組＞ 

 年長さんありがとう！私たちぼくたち頑張るよ！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

＜5歳ばら組・ひまわり組＞ 

 

 月日が経つのは早いもので、あっという間に年度末を迎えました。入園当初は、自分のマーク

を見付けてカバンを掛けることすらままならなかった子供たち。先日の新入園児の体験入園では、

自分よりも小さい友達に優しく声を掛けたり、自分も使いたかった遊具を譲ってあげたりと、頼

もしい姿が見られました。自分のことが自分でできるようになった嬉しさや友達と一緒に遊ぶ楽

しさ、幼稚園を大好きに思う気持ちが、進級への期待につながっています。 
 ３月は、これまでお世話になった憧れの年長組さんへの感謝やお祝いの気持ちをもって過ごし

たり、この一年でできるようになったことや大きくなったこと、楽しかったことなどを振り返っ

たりして、年中組に進級することを楽しみにできるよう援助していきます。これまで以上に学年

で一緒に遊ぶ時間も取り入れていきながら、年少組みんなで過ごす楽しさも十分に感じられるよ

うにしていきます。 

氷が張る日や雪が舞うような日もありますが、子供たちは親子マラソンや鬼ごっこをして体が

温まることを感じたり、友達と一緒に鉄棒でいろいろな技に挑戦したり、縄遊びに自分なりに取

り組んだりするなど活発に遊んでいます。 
係の引き継ぎでは、年長組からの引き継ぎが終わり、「もう大丈夫！」と係を任されたことが自

信と励みになり、毎日張りきって取り組んでいます。「年長さんってこんなに毎日頑張ってくれて

いたんだね！」と、好きな遊びをする時間が減ったことや係の大変さを実感している子も多く、

改めて年長組への感謝の思いを感じている日々です。 
３月はいよいよ年中組として過ごす最後の月です。年長組に感謝やお祝いの気持ちをもって関

わったり、皆で力を合わせて様々なことに挑戦したりする中で、自分への自信や進級への期待が

感じられるようにしていきます。 

寒空が続く中でも子供たちは吐く息の白さに驚いたり、思い切り体を動かすことで温まる心地

良さを感じたりしながら戸外での活動を楽しんでいます。親子マラソン最終日では汐入公園まで

走り切ることで、それぞれの子供が自分なりに自信や充実感を得ることができました。 
保育参観の取り組みでは、グループの友達と共通の目的に向かって活動を進め、必要なことを

友達と考えて、工夫したり、試したりしながら表現することの楽しさを味わうことができました。

お客さんを招待するために、その場をどう進めていくかも友達と話し合って決め、当日は友達と

声を掛け合って、自分の役割を理解しながら活動を進めました。お客さんの楽しそうな笑顔を見

ることで、充実感や達成感を味わうことができました。 
３月はいよいよ修了に向け、幼稚園生活を振り返ったり、自分たちの成長を感じたりしながら、

新しい生活の始まりにも期待がもてるように援助していきます。 


